




 

 我々は数年来,川崎病剖検例の病理学的検索を行って来ているが,同時に川崎

病病因解明の一助となすべく,川崎病類似病変の動物モデルを作成するため試

行錯誤をくり返して来たが,満足な結果を得られなかった。今回,川崎病患児の

糞便より培養した Candida albicans(MCLS-2)より作成した抗原をマウスに反復

注射することにより,冠状動脈に増殖性変化を主体とする血管炎が出来ること

が解り,数回の確認実験も行ったので報告する。 


